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問 1 ■p.294の「コマンドラインでファイル名を指定するプログラム」（ファイル名「tcopy.c」）

を参考に、あるソースプログラムに行番号を付加してテキストファイルに出力するプログラム「ソー

スプログラムに行番号を付加するプログラム」（ファイル名「report0901.c」）を作成しなさい。

さらに、作成したソースプログラム（ファイル名「report0901.c」）をこのプログラムで処理し、

出力されたテキストファイル（ファイル名「report0901.txt」）を印刷して提出しなさい。なお、

コンパイルと実行例は以下のようになる。(2点)

コンパイルと実行例：

$ gcc -o report0901.exe report0901.c ←コンパイル

$ ./report0901.exe report0901.c report0901.txt ←実行例

$

ヒント：

• 行番号をカウントする変数を準備する。例えば「int i = 1;」。

• ファイルへの出力は「fprintf(fout, "%3d: %s", i, ss);」を用いる。

• ソースプログラムの書き出しは以下のようになる。

● ソースプログラムに行番号を付加するプログラム report0901.c

1: #include <stdio.h>

2: #include <stdlib.h> /* for exit() */

3:

4: int main(int argc, char *argv[])

5: {

6: FILE *fin, *fout;

7: char ss[256];

8: int i = 1;

9:

10: if (argc != 3) {

11: printf("引数の数が違います Yn");

12: exit(1);

13: }

14:

...
... 　

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 2 以下の「ユークリッドの互除法を用いて最大公約数を求めるプログラム」について、次の

(1)～(2)の問いに答えなさい。

● ユークリッドの互除法を用いて最大公約数を求めるプログラム gcd0.c

1: #include <stdio.h>

2:

3: int gcd(int x, int y);

4:

5: int main(void)

6: {

7: int x = 672, y = 204;

8:

9: printf("gcd(%d,%d)=%dYn", x, y, gcd(x, y));

10:

11: return 0;

12: }

13:

14: int gcd(int x, int y)

15: {

16: int tmp;

17:

18: while (y != 0) {

19: tmp = x % y;

20: x = y;

21: y = tmp;

22: }

23:

24: return x;

25: }



(1) 情報科学テキストの p.177の「平方根を求めるプログラム (会話型)」に習って、「ユークリッ

ドの互除法を用いて最大公約数を求めるプログラム (会話型)」 (ファイル名「gcd1.c」)を作成

し、ソースプログラムを印刷して提出しなさい。なお、このプログラムのコンパイルと実行例は

以下のようになる。(2点)

コンパイルと実行例：

$ gcc -o gcd1.exe gcd1.c ←コンパイル

$ ./gcd1.exe Enter ←実行例 1

672 204 Enter

gcd(672,204)=12

$ ./gcd1.exe Enter ←実行例 2

1234 5678 Enter

gcd(1234,5678)=2

$

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。

(2)情報科学テキストの p.178の「平方根を求めるプログラム (直接入力)」に習って、「ユークリッ

ドの互除法を用いて最大公約数を求めるプログラム (直接入力)」 (ファイル名「gcd2.c」)を作

成し、ソースプログラムを印刷して提出しなさい。なお、このプログラムのコンパイルと実行例

は以下のようになる。(2点)

コンパイルと実行例：

$ gcc -o gcd2.exe gcd2.c ←コンパイル

$ ./gcd2.exe 672 204 Enter ←実行例 1

gcd(672,204)=12

$ ./gcd2.exe 1234 5678 Enter ←実行例 2

gcd(1234,5678)=2

$

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 1 の解答例 出力されたテキストファイル（ファイル名「report0901.txt」）

* 行番号が付加されていること

000: ← 半角 3文字分

1: #include <stdio.h>

2: #include <stdlib.h> /* for exit() */

3:

4: int main(int argc, char *argv[])

5: {

6: FILE *fin, *fout;

7: char ss[256];

8: int i = 1;

9:

10: if (argc != 3) }

11: printf("引数の数が違います Yn");

12: exit(1);

13: }

14:

15: if((fin = fopen(argv[1], "r")) == NULL) }

16: printf("入力ファイルをオープンできません Yn");

17: exit(1);

18: }

19: if((fout = fopen(argv[2], "w")) == NULL) }

20: printf("出力ファイルをオープンできません Yn");

21: exit(1);

22: }

23:

24: while (fgets(ss, 256, fin) != NULL) }

25: fprintf(fout, "%3d: %s", i, ss);

26: i++;

27: }

28:

29: fclose(fin);

30: fclose(fout);

31:

32: return 0;

33: }



問 2 (1)の解答例 「ユークリッドの互除法を用いて最大公約数を求めるプログラム (会話型)」

(ファイル名「gcd1.c」)

1: #include <stdio.h>

2:

3: int gcd(int x, int y);

4:

5: int main(void)

6: {

7: int x, y;

8:

9: scanf("%d %d", &x, &y);

10: printf("gcd(%d,%d)=%dYn", x, y, gcd(x, y));

11:

12: return 0;

13: }

14:

15: int gcd(int x, int y)

... -------- 関数「gcd()」は同じなので省略 -------- 　

問 2 (2)の解答例 「ユークリッドの互除法を用いて最大公約数を求めるプログラム (直接入

力)」 (ファイル名「gcd2.c」)

1: #include <stdio.h>

2: #include <stdlib.h> /* for exit(), atoi() */

3:

4: int gcd(int x, int y);

5:

6: int main(int argc, char *argv[])

7: {

8: int x, y;

9:

10: if (argc != 3) exit(1);

11: x = atoi(argv[1]);

12: y = atoi(argv[2]);

13: printf("gcd(%d,%d)=%dYn", x, y, gcd(x, y));

14:

15: return 0;

16: }

17:

18: int gcd(int x, int y)

... -------- 関数「gcd()」は同じなので省略 -------- 　


